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要 約

本研究の目的は、A大 学助産学同窓会員のキャリア動向やキャリアへの満足度、組織(同 窓会や大学、所属先)

に対する希望を明 らかにし、同窓会としての具体的支援内容を検討することである。郵送法にて無記名自己記入

式質問紙調査を実施 し、45名(40.9%)か ら有効回答を得た。質問紙の記述内容を分析 した結果、24名(53.3%)

が現在のキャリアに満足と回答 し、その理由には 【充実 した学び ・経験か ら得る充足感と向上心】、【専門性が発

揮できるキャリアを生か した仕事】、【自分の思い描 くキャリアの実現】、【ワーク ・ライフ ・バランスの実現】の

4カ テゴリーが抽出された。また、同窓会に対する希望には 【効果的な講演会や研修会の開催】、【同窓会員同士

の相互交流】、【同窓会組織の継続と活動の発展化】の3カ テゴリーが抽出された。同 じ理念の下で教育を受け、

様々な背景で活躍 している専門職集団という同窓会の特徴を生か し、キャリア発達の途上にある助産師の、臨床

と教育の橋渡 し的役割を担う必要性が示唆された。
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1.緒 言

看護専門職にとってのキャリアとは、生涯発達を前提

としながらも看護専門職であることを自分の人生の中に

統合させていく発達過程である1)。生涯発達心理学にお

けるキャリアは、仕事や職業上の昇進といった狭義の意

味ではな く、生涯発達の視点に立ち、生涯にわたる連続

したプロセスであると捉え られている2)3)。女性である

助産師のキャリア発達を考えるとき、キャリアサイクル

(仕事内容や役割の変化)と 生物社会学的ライフサイク

ル(加 齢)の 現実や、家族サイクル(家 族の関係性の変

化)を 意識 し4)、これらをどのように融合させるかが、

個人だけでな く組織にとっても重要な課題であると言え

る。

我が国における助産師のキャリアに関連する研究は未

だ少ないが、勤務助産師を対象とした専門的キャリア形

成のニーズ調査5)6)や卒後のキャリアアップ研修におけ

る実践評価7)のほか、卒後教育のニーズ調査8)9)等が報

告されている。これらの調査では継続教育の必要性を高

く認識 しているものの、現状では助産技術に特化 した研

修プログラムの不足が否めず、助産師の年齢や経験を考

慮 した教育内容の必要性などが指摘されているものが多

い。また、助産師は施設内でのキャリアコースが描きに

くく、目指すキャリアの方向性が定まりにくい現状など

が報告されている。厚生労働省は看護教育の内容と方法

に関する検討会第一次報告(2010年)10)の 中で、助産師

に求め られる実践能力と卒業時の到達目標および到達度

を提示 しているが、現在の施設内における卒後継続教育

は新人教育や看護業務に集中 しており、中堅以降の助産

師が体系的に助産実践能力を高める教育体制は充分とは

言えない。そのため専門スキルの修得については、助産

師個人の自助努力に委ね られているところが大きい。

日本助産師会 は助産師の声明(2006年)11)の 中で、専

門職として自律的に役割 ・責務を果たすために、自ら研

鑽 し助産師としての資質を高める必要性を明文化 してお

り、 さらに助産師のコア ・コンピテ ンシー(2009年)12)

では、専門的自立能力をコンピテンシーの一つとして挙

げている。継続教育を受け、能力の維持向上に努めるこ

とは助産師としての責務であり、必須の実践能力でもあ



る。 しか し、助産師個人の努力のみでキャリア発達する

には限界があり、自律性のある専門活動を維持 ・発展さ

せるためには組織が個人のキャリア発達のニーズを理解

する必要があると言える。病院勤務助産師のキャリア開

発過程に着目した調査13)においても、個々の助産師のキャ

リアニーズをもとに管理者や組織が課題や機会を提供す

ることの必要性を示唆 している。

助産師養成課程をもつA大 学は、看護短期大学部専攻

科助産学専攻の設置を初めとして、保助看統合カリキュ

ラムによる四年制大学での学士教育に続き、大学院博士

前期課程助産学分野助産師国家試験受験資格取得コース

での高度実践教育へと助産師教育を移行させてきた。こ

のような状況の中で、助産師教育の各課程修了生が集う

「助産師同窓会」を 「助産学同窓会」 という形で統合 し、

組織を再スター トさせた経緯を持つ。わが国においては

このような助産師養成機関における同窓会組織がキャリ

ア発達に関する調査を行っている例はな く、助産師養成

課程を修了 した会員が異なる役割と機能を持つ就業先で

どのようにキャリアを積んでいるのか、自身のキャリア

にどの程度満足 しているのか、またキャリア発達にどの

ような課題があるのかについて分析 した研究も報告され

ていない。

そこで今回我々は、助産師教育修了後、一定のキャリ

アを積むA大 学同窓会員を対象に、助産師教育修了後の

キャリア動向や自身のキャリアへの満足度、組織(同 窓

会 ・大学 ・所属先)に 対する希望を明 らかにし、同窓会

におけるキャリア発達への具体的支援内容について検討

することを目的に調査研究を実施 したのでここに報告す

る。

Ⅱ.用 語 の定 義

本研究で用いたキャリアおよびキャリア発達の定義は

以下のとおりとする。

キャリアとは、「生涯を通 じた職業的な自己実現に向

けての経験」と定義する。

キャリア発達については坂口14)の看護職のキャリア発

達の定義を、多様な場所や職業形態で働 く助産師に即 し

て応用 し、「キャリアの選択 と決定に自己責任を持つ自

律 した助産師個人が、ライフステージとの関連でとらえ

た職業生活において、自らの専門性の向上への欲求と期

待とを組織や地域社会との調和の過程で最適に実現 して

い くプロセス」と定義する。

Ⅲ.研 究 方法

1.研 究デザイン

本研究の研究デザインは、自己記入式質問紙法を用い

た調査研究である。

2.研 究対象者

A大 学助産学同窓会に所属 している会員(助 産師養成

課程修了生および大学院博士前期 ・後期課程修了生(重

複者は除 く))110名 を対象とした。

3.デ ー タ収集期間

平成28年1月 か ら4月 であ った。

4.調 査方法

同窓会会員に対 して調査協力の依頼書および無記名自

己記入式質問紙を郵送 し、質問紙への回答を求めた。回

答 した質問紙は、同封 した返信用封筒に入れ、同窓会事

務局へ返送 してもらうことによって回収 した。また、回

収率を高めるために、質問紙の発送か ら2週間後に郵送

にて後報 した。

調査内容は、基本属性として年齢や助産師養成課程の

種別、助産師経験年数、現在の就業先、雇用条件、転職

回数、婚姻の有無、子どもの有無、介護の有無等であっ

た。キャリア発達に関する項目は、自身のキャリアへの

満足度とその理由、組織(同 窓会 ・大学 ・所属先)に 対

する希望であった。これ らのキャリア発達の項目につい

ては、自由記載にて回答を求めた。

5.デ ー タ分析

基本属性 はIBM SPSS Statistics 23を 用 いて単 純集

計 した。キ ャ リア発達 に関す る自由記載項 目は、記述内

容を出来事 ごとに意味内容を変えないように要約 して コー

ド化 し、次 にこの コー ドを相違点 と共通点 につ いて比較

分析 し、 カテゴ リー化を行 った。分析結果 は共同研究者

間で議論 し、同意が得 られ るまで検討 した。

6.倫 理的配慮

本研究の実施に当たってはA大 学看護学部研究倫理委

員会での審査を受け、承認を得たのち開始 した(ID番

号15028-1)。 研究対象者に対 しては、質問紙に調査協力

の依頼書を添えて郵送 し、質問紙の回答 ・返送をもって

研究協力への同意が得 られたものと判断 した。調査協力

の依頼書には調査の概要や調査方法、研究協力の任意性、

データ収集や分析における匿名性の保証、研究協力の利

益や不利益について説明 した。また併せて、研究結果に

ついては学会や論文で公表することを説明 した。



Ⅳ.結 果

1.対 象 者の背景

質問紙の有効回答 は45名 、 回収率 は40.9%で あ った。

対象者の属性を表1、 実務経験年数 と転職回数を表2に

示す。 対象者 の年齢 は30代 が18名(40.0%)、 次 いで20

代 が15名(33.3%)、40代 が11名(24.4%)、50代 が1名

(2.2%)の 順 であ った。 助産師教育課程 は、短期 大学専

攻科が13名(28.9%)、 四 年制大学 が14名(31.1%)、 大

学院修 士課程14名(31.1%)、 そ の他(A大 学 以 外)4

名(8.9%)で あ った。平均経験年数 は助産 師7.7±5.5年

(43名)、 看護 師3.1±3.1年(21名)、 保健 師14.4±7.0年

(3名)で 、 合計 は9.8±5.6年 で あ った。 現在 、就業 し

てい る者 は42名(93.3%)で 、 就業場所 は総合病 院 と大

学病院が23名(54.8%)と 半 数以上 を占め、次 いで診療

所 ・ク リニ ック8名(19.0%)、 教 育機 関7名(16.7%)

の 順 に多 く、 助産 所 はい なか った。 転職 経験 者 は23名

(51.1%)お り、平均 回数 は2.2±1.6回 で、最小 が1回 、

最大が7回 で あ った。現 在就業 して いな い者3名(6.7

%)の 理 由 は結婚 ・出産 ・育児 ・介護等の ライ フイベ ン

トによ る離職であ り、いずれ も再就職を希望 してお り、

すでに就業予定先が決定 してい る者 もいた。

家庭環境で は、対象者 の28名(62.2%)が 結 婚 してい

た。 また、23名(52.3%)が 子 どもを持 ってお り、 子 ど

もの数 は一人が12名(52.2%)と 多 く、未就学児 がい る

者 は17名(73.9%)で あ った。

表1対 象者の属性

表2対 象者の実務経験年数と転職回数

2.キ ャ リアに対する満足度 とその理由

現在 のキ ャ リアに対 す る満足度 への回答 は、 「大変 満

足」 が4名(8.9%)、 「どち らか といえ ば満足 」 が24名

(53.3%)、 「どち らか といえ ば不満足」が14名(31.1%)、

「不満足」 が3名(6.7%)で あ り、 自身 のキ ャ リアにつ

いて は満足 してい る者が多か った。

満足度 の理由の 自由記載 には35名 より回答 が得 られた。

「大変 満足」、 「どち らか といえ ば満足」 に回答 した者 を

満足群、 「不満足 」、 「どち らか といえば不満足」 に回答

した者を不満足群 と して、満足 ・不満足の理由を分類 ・

整理 した(表3)。 以 下の本文では、 カテゴリーを 【 】、

サブカテゴリーを 〈 〉と表記する。

満足群に回答 した者 は16名 であ り、記述内容 は28コ ー

ド、10サ ブカテゴ リーか ら4カ テ ゴリー 【充実 した学 び ・

経験か ら得 る充足感 と向上心】、【専門性が発揮 できるキャ

リアを活 か した仕事 】、 【自分 の思 い描 くキ ャ リアの実

現】、【ワーク ・ライフ ・バ ランスの実現】 が抽 出された。

満足の理由 と して は、専門的な能力の獲得、キ ャ リア開

発な どの 自己成長感や 自己実現 に関す るカテゴ リーが抽

出 された。

また、不満足群 に回答 した者 は14名 であ り、記述内容



表3同 窓会員のキャリアに対する満足 ・不満足の理由

表4同 窓会に希望する内容

は20コ ー ド、9サ ブカ テゴ リーか ら3カ テゴ リー 【発揮

で きない 自己のキ ャ リア】、【不十分な知識や経験 と実践

能力】、【更な るキ ャリアアップへ の志向】 が抽 出された。

【発揮で きない 自己のキ ャ リア】、【不十分な知識や経験

と実践能力】 は、満足群の理由 と相反す るカテゴ リーで

あ った。 さらに、現状で は満足 しきれない く助産師 と し

ての可能性の追求 〉、 〈スキル ア ップへの意欲 〉等か ら

な る 【更な るキ ャ リアア ップへの志向】が抽出 された。

その他、5名 の 自由記述欄 には 「満足で はあ るが現状

これでよいかわか らない」、「自信を もって満足(と いえ

るか)わ か らない」、「今後のキ ャ リア形成への不安があ

る」 とい った現状の不確か さや 自信のな さが表出 されて

いた。

3.キ ャリアを積むために組織に希望する内容

1)同 窓会に希望する内容

キャリアを積むために同窓会に希望する内容に回答

した者は24名(53.3%)で あった。記述内容は、35コ ー

ド、12サ ブカテゴリーか ら3カ テゴリー 【効果的な講

演会や研修会の開催】、【同窓会員同士の相互交流】、【

同窓会組織の継続と活動の発展化】が抽出された(表

4)。 〈講演や研修会の開催〉、〈最近の トレンドや

キャリア形成についての情報提供〉といった 【効果的

な講演会や研修会の開催】への希望が多かった。次い

で、〈色々な同窓会員との交流〉、〈情報交換や相談

窓口としての場の共有〉、〈同窓会員の専門性の把握

〉といった同窓会員の活動を基礎とした 【同窓会員同



士の相互交流】を希望 していた。

2)大 学(助 産学教育)に 希望する内容

大学(助 産学教育)に 希望する内容に回答 した者は

12名(26.7%)で あった。記述内容は、16コ ー ド、10

サブカテゴリーか ら3カ テゴリー 【卒業後のエンカレッ

ジ支援】、【現行教育内容の更なる充実】、【助産学教育

への提言】が抽出された(表5)。 大学に対する希望

では 【卒業後のエ ンカレッジ支援】が多 く、特に〈助

産専門分野の講演会 ・研修会開催や講義の公開〉、〈

臨床現場で働く助産師の技術支援〉等を希望 していた。

また、【現行教育内容の更なる充実】では、〈大学 と

臨床現場との人材交流〉や＜キャリア形成について考

える時間と機会の提供＞が抽出され、在学中か ら様々

なキ ャ リアコースを考え られ る教育の充実を希望 して

いた。

表5大 学(助 産学教育)に 希望する内容

表6所 属先の組織に希望する内容

3)所 属先の組織に希望する内容

所属先の組織に希望する内容に回答 した者 は21名

(46.7%)で あった。記述内容 は、31コ ー ド、18サ ブ

カテゴリーか ら5カ テゴ リー 【勤務体制に関す る支

援】、【教育体制の充実】、【大学院進学や学会 ・研修会

参加への支援】、【キャリアの適正な評価】、【助産基礎

教育の質向上への理解と協力】が抽出された。(表6)。

助産師のキャリアを積むために、＜キャリアアップに

伴う一時的な離職への支援＞や＜働き方の多様性の尊

重＞といった 【勤務体制に関する支援】や、＜院内教

育システムの充実と教育方針の提示＞や＜勉強会の開



催〉といった 【教育体制の充実】を希望 していた。ま

た、 【大学院進学や学会 ・研修会参加への支援】や 【

キャリアの適正な評価】、 【助産基礎教育の質向上へ

の理解と協力】については、A大 学における大学院進

学者の意見や助産師基礎教育の大学院化に対する肯定

的意見が反映されていた。

V.考 察

1.同 窓会員のキャリアに対する満足度

本研究対象者の年齢層は、職業発達段階としての確立

段階(25～44歳)に あたる。確立段階は自分の適性や能

力について現実の仕事のかかわりの中で試行錯誤を繰り

返す実践試行期であり、職業的専門性の高まりや自分の

能力 ・適正を生かすことに関心を持つことによってキャ

リアを確立する昇進期でもある15)。本研究の対象者 も、

各々、発達段階に沿ったキャリアを歩んでいると考え ら

れ、6割 の者が自身のキャリアに満足 していた。助産師

の場合、管理業務ヘステ ップアップするよりは、助産師

としての専門性を生か して専門スタッフとして活動 した

いとの希望が一般看護師よりも強 く16)、職業愛着が強い

傾向にある17)との指摘がある。 このことか ら、助産師と

しての知識や技術、専門的な能力を身につけること、ま

たそれを実践の場で発揮することは、助産師のキャリア

満足度に影響すると考え られる。さらに、キャリアを積

む上では、有能感、自己決定、関係性といった内発的動

機づけが重要である18)と言われている。そのため、組織

には知識や技術、実践能力を適正に評価するシステムだ

けでな く、内発的動機づけができる指導体制を整える必

要があると考える。そ して、事前に組織と個人の目標を

調和させることによって、助産師個人が自分の思い描 く

キャリアデザイ ンに沿って専門性を活かすことができ、

結果的に満足度の向上につながると考える。本研究の対

象者はキャリアへの不満足の理由として、〈助産師とし

ての可能性の追求〉、〈スキルアップへの意欲〉等か ら

なる 【更なるキャリアアップへの志向】を抱いていた。

これは自身のキャリアに対 してネガティブな認識で終わ

るのではなく、次の段階を展望 して 「自分はまだまだだ」

と自覚 し、緊張感を維持 してモチベーションを自己調整

している19)表れとも考えられる。そのため、個人的にも

組織的にも内発的動機づけによるコントロールや、個人

と組織との調整が必要であると考える。

さらに本研究の対象者は、自分の思い描 くキャリアや

ワーク ・ライフ ・バランスの実現という、個人のニーズ

や家族のニーズ、キャリアのニーズを統合 した生活様式

全体の調和を望んでいた。仕事の環境と家庭と自己成長

の環境とは、生活空間の中で相互作用 し、生涯通 じて強

く影響 しあう20)ものである。 ライフイベントと勤務時間

や夜勤な どの勤務体制を調和で きな いことが看護職員の

潜在化 につ なが ってい る21)との 指摘や、助産 師のキ ャ リ

アの方向性 として仕事 と私生活 の両立 を望 んで いる6)と

の報告か ら、女性 にとって ワーク ・ライフ ・バ ラ ンスを

保つ ことは職業を継続す るための重要な要因 とな ること

が示唆 され る。 さ らに、結婚 ・出産 ・育児等の ライフイ

ベ ントが発生す る時期 は、20代 の後半か ら30代 で人生の

キ ャ リアの確立 ・発展期 に該当す るため、 ライフイベ ン

トによ って職業上 の自己成長 を阻 む可能性 も危惧 され る。

そのため、20代 の後半か ら30代 はワーク ・ライフ ・バ ラ

ンスの調整能力を養 い、個々の ライフスタイル に合わせ

てキ ャ リア発達がで きるように、組織 は柔軟な支援体制

を整備す る必要があ ると考え る。一方で、出産や育児 と

い った ライ フイベ ン ト上の経験を、助産師 と しての職業

経験 に活かす ことので きる強み もあ ることを後押 しで き

る働 きか けもまた重要 といえ よう。

2.専 門職集団における同窓会の在 り方

本研究結果か ら、同窓会には効果的な講演会や研修会

の開催を求める記述が多かった。A大 学助産学同窓会は

発足当初より年1回 の総会開催時に、学内外か ら講師を

招き講演会を開催 しているため、同窓会活動の一環とし

て講演会や研修会の開催が同窓会員に根付いていること

が推察される。看護職者に調査された今後のキャリアマ

ネジメントの方法として、知識を深めたり、学習するこ

とや研修会 ・勉強会 に参加 ・実施をする22)ことが述べ ら

れており、同窓会員にとって同窓会での研修会はキ ャリ

ア支援にもつながることが考えられる。講演会の内容は、

毎年の トレンド情報も踏まえて役員会で協議 し、適任と

なる講師を招いているが、キャリア形成に関する講演や

臨床実践に役立つ研修会を求める意見があったことから、

同窓会員がキャリア形成に向けて知識を得ることや、よ

り高度な実践能力を身に付けるための研修会の企画が今

後も不可欠である。助産師が個人のキャリアを開発 して

い くためには助産師自身が主体的にキャリア意識を高め

てい くことが重要であり、早い時期か ら将来像を描 くこ

とができるような教育が必要である6)とも述べられてい

る。同窓会がその窓口として、臨床と教育の橋渡 し的存

在になりうることも示唆された。

また、同窓会には情報提供や研究相談の窓口としての

機能を希望 している意見もあり、大学院進学などといっ

たキャリア形成の相談窓口として同窓会を活用できるよ

う検討する必要がある。看護職を継続するための要因と

して、大学と同窓会とが協力体制を強化 し、活躍 してい

る卒業生との交流や資格取得などの情報提供が必要にな

ることも述べ られている23)ことか ら,助 産学同窓会でも

今後の研修会や広報活動に、組織力を活か していくこと



は可能である。

また本研究結果から同窓会員同士のつながりを持ちた

いというニーズが明らかとなった。同窓会の在り方とし

て、懐か しい旧友との談笑時間を求めるのみな らず、課

程を超えた同窓会員同士の交流を持つことにより、職場

における活動の意見交換やお互いの専門性の把握も可能

となる。さらに自身の職場や自己のキャリアを客観的に

見直すことができ、キャリア形成の糸口を見出す場とし

ても有効であるといえる。それと同時に、同窓会員同士

のつながりは、キャリア発達に大きな影響を及ぼすとさ

れるメンターを見つける場ともなりうるのではないかと

考える。

3.キ ャリア発達に伴う支援

キャリア発達について多 くの同窓会員は、勤務体制を

問題視 していることが明らかとなった。組織の成長は人

材の育成や活用 ・評価によって人的資源を豊かにし、高

い成果を上げ、個人は成長する組織で働き続けることで

自己のキャリアアップを実現する24)と言われている。 し

か し多 くの組織は人材を失うことに恐れを感 じており、

キャリアアップに伴う離職においても、組織による理解

は深まらず、退職するまでに様々な問題を抱えているこ

とが考えられる。厚生労働省の調査によると,平 成27年

における女性の平均初婚年齢 は29.4歳、第1子 出生時の

母の平均年齢 は30.7歳25)と言われており,大 学院を修了

し助産師として経験を深めてい く臨床5、6年 目に女性

としても結婚や出産といった大きなライフイベ ントを迎

えることになる。女性医師における離職と復職に関する

調査においても女性のライフイベ ントと重なる卒後10年

以内に離職する傾向があり、この時期のサポートがその

後のキャリア構築の視点として重要であると指摘 してい

る26)。本研究で も女性 としての立場で同様に考えると、

その時期に照準を当てたキャリア形成の支援を考える必

要があることが示唆される。また、急性期看護領域であ

るクリティカルケア看護領域で行われた実態調査からも、

自らの専門分野において自己投入できるものを探求 し、

キャリアについて考える機会を自ら持ち、キャリアビジョ

ンを明確化できるような支援体制の構築が必要である27)

と示されているように、キャリアビジョンを明確化でき

るような環境を教育現場あるいは同窓会でも持てるよう

にする必要がある。

A大 学同窓会員の特徴として、キャリアの適正な評価

を求める意見もあがった。A大 学は短大専攻科、学部科

目選択制、大学院と教育課程の歴史的変遷を辿っている。

その中でも修士課程を修了することとなる大学院修了生

の他、修士論文コース、アドバ ンスコースを修了 した同

窓会員が、再度臨床に戻った時に所属先か ら修士号取得

を理解 した対応を取 られていないと感 じていることが読

み取れた。多 くの所属先は助産師国家資格という免許の

有無を重要視 しており、修士号という学位についての適

正な評価は行われていないことが考え られる。看護師が

キャリア発達のために抱 く病院 ・大学院への期待に関す

る調査においても、修士や博士を取得 した者に能力を発

揮できる環境を作ることは、職場全体の有効活用となる

ことや他のスタッフにキャリア発達の成果を認め られる

環境にいる安心感を与え、キャリア開発のモチベーショ

ンを上げることができる28)と言われている。所属先が学

位取得者を有効活用 し、職場でその能力を発揮できる環

境を整えることは、個人のキャリア発達のみな らず、周

囲への波及効果を期待できるとともに、組織力向上にも

つながることが示唆される。

今後、同窓会組織が同窓会員の所属先に対 して直接的

に働きかけることは困難であるが、管理職となった修了

生や同窓会員同士のつながりを活用 して間接的に支援す

ることは可能であり、有益であると考え られる。また、

同窓会組織と大学教育が連携 して、大学在学中か ら在学

生に対するキャリア形成支援を行うことは実現可能であ

ると考える。さらに同窓会員同士の相互交流や、情報交

換 ・相談窓口としての機能を有用 し、ワーク ・ライフ ・

バランスの実現をめざして、専門職としての力を十分発

揮できるよう、女性な らではの視点でキャリア発達支援

を担える助産学同窓会でありたい。

4.本 研究の限界と今後の課題

本研究の調査は回収率が低 く、結果は質問紙調査に協

力 した会員の意見であり、同窓会員全体の意見を反映 し

たものにはなり得ていない。信頼性の高い調査を行うた

めには、回収率を上げるための策を講 じた上で調査する

必要があると言える。また、今回の調査はA大 学助産学

同窓会に所属する会員に限定 して行った。 したがって、

この結果を一般の助産師の現状や各助産師養成機関の同

窓会組織に適用するには限界がある。今後は他の養成機

関に対 しても同様の調査を行い、養成機関や年齢層、所

属施設、職位などによる違いを検討する必要があると考

える。また、助産学同窓会員に対 して、本研究の結果を

生か したキャリア発達支援を行うために、各会員の卒後

年数や職業発達段階、ライフサイクルに応 じた支援がで

きるよう同窓会組織を強化 し、活動を発展させていくこ

とが今後の課題である。

Ⅵ.結 論

本研究は、助産師教育修了後、一定のキャリアを積む

A大 学同窓会員を対象に、助産師教育修了後のキャリア

動向や自身のキャリアへの満足度、組織(同 窓会 ・大学 ・



所属先)に 対する希望を明らかにし、同窓会におけるキャ

リア発達への具体的支援内容について検討することを目

的に調査研究を実施 した。その結果、同窓会員のキャリ

アへの満足度は高 く、満足の理由として 【充実 した学び

と経験から得る充足感と向上心】や 【専門性が発揮でき

るキャリアを生か した仕事】、【自分の思い描 くキャリア

の実現】、【ワーク ・ライフ ・バランスの実現】が抽出さ

れ、不満足の理由は満足の理由と相反する内容であった。

同窓会に希望する内容には、 【効果的な講演会や研修

会の開催】や 【同窓会員同士の相互交流】、【同窓会組織

の継続と活動の発展化】が明 らかとなり、助産専門分野

に特化 した研修会の開催や、各同窓会員の所属および専

門性の違いを生か した活動などが求め られていた。助産

師が主体的にキャリア発達するうえで、同窓会において

様々な背景を持つ会員相互が交流することの意義は大き

く、臨床と教育の中間に存在する同窓会組織が、専門職

集団のキャリアサポートに貢献できる可能性も大きいこ

とが示唆された。
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                                     Abstract 

   The present study aimed to clarify the career path of midwives, degrees of career satisfaction, and 

hopes of midwives for the future of organizations such as alumni associations, universities and medical 

centers, and to provide specific support to the members of a midwifery alumni association. We postal-

mailed an anonymous self-reporting questionnaire to members and effective responses were received 

from 45 (40.9%) alumni. The findings showed that 24 (53.3%) alumni were satisfied with their careers 

for the following four reasons given in free descriptions: "a sense of fulfilment and advancement from 

quality learning and experiences", "specialized work", "realization of an imagined career", and "realiza-

tion of work-life balance. The respondents hoped that the alumni association would, "present effective 

lectures and workshops", "strengthen connections among alumni", and "continue and develop alumni ac-

tivities". These findings suggest that the midwifery alumni association that comprises professionals 

who play active roles in various locations should assume a mediating role between clinical practice and 

further education to support midwives in developing their careers. 

Key Words: career development, career support, midwives, alumni association, questionnaire
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